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旬の豊かな食材を、腕の立つ料理人が調理し、伝統的工芸品の器に
見た目も鮮やかに盛り付ける　　　。石川の食は、食材、調理法、器
が融合した総合的な文化です。県では今年、「いしかわ文化振興条例」
で “食文化”をふるさとの誇る文化として全国で初めて条文に記載しま
した。石川県を訪れる多くの観光客が、旅行の一番の目的にしている
食や味覚。北陸新幹線金沢開業によりさらに注目される中、県は、全
国や世界に向け、食文化の発信に取り組んでいます。

しかわの食文化”を
へ、世界へ、発信中！

［ 特 集 ］

10月にイタリア・ミラノで食文化提案会を開催し、海外にもPR

石川県内では、タイの唐蒸しなどの加
賀料理が息づき、風土と結びついたか
ぶらずしなどの発酵食文化も発展しま
した。また、武家のたしなみとして育ま
れてきた茶道や菓子文化も暮らしに溶
け込んでいます
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■シリーズ  

いしかわの歳時記

ころ柿（志賀町）

表紙について

日ごとに寒さが厳しくなる中、カニやブ
リなどの楽しみな旬の幸も増え、石川の
食も魅力が高まるシーズンです。中でも、
贈答品としても人気の「ころ柿」は、こ
の季節の石川を代表する食文化の一つで
す。オレンジ色のカーテンをかけるように、
軒先に柿をつるす光景は、ふるさとの晩
秋を鮮やかに彩ります。もちろん、ほか
にも県内には、自慢したい食がいっぱい。
今号では、食文化を生かした石川の活力
づくりを特集しています。実りの秋が終
わっても、石川県ではまだまだ食欲のシ
ーズンは続いていきそうです。

表紙切り絵制作／さぶさちえ （金沢市出身）

22

活気あふれる近江町市
場には、旬の魚や野菜な
ど食材がとっても豊富で
すね。石川でぜひ味わい
たいのは、やっぱり海の
幸！今から海鮮丼のお店
に行ってきます。

今日は和倉温泉に宿泊
するので、能登の幸が楽
しみです。この旅行中に
は、石川の人たちが大好
きな「金沢おでん」も、絶
対に食べたいと思ってい
ますよ。

“いし
全国

風土が育む石川のFOOD

　石川の豊かな食文化は、気候や地形といった自
然と、その中で人々が伝えてきた歴史・文化が育ん
できました。例えば、南北に長い日本列島のほぼ中
央に位置し、県内の漁港では、日本海の海流に乗
ったたくさんの種類の魚が水揚げされています。ま
た、加賀藩では大皿料理を持ち寄り、取り分けても
てなす風習があり、それは今も加賀料理のタイの唐
蒸しなどに伝わっています。浄土真宗への厚い信
仰は、仏事の報恩講時に振る舞われるその土地の

伝統的な料理が並ぶ「報恩講料理」につながって
います。
　まさに、“風土”が“FOOD”を生み出しており、そ
んな豊かな食文化が北陸では今も色濃く残ってい
ます。ただ、流通が発達した現代では、いつでも同
じ野菜や魚を手に入れられ、旬が分かりづらくなり
ました。核家族化の影響で、家庭の味も伝わりにく
くなっています。ぜひ、季節の食材が並ぶ産直市場
に足を運んだり、おじいちゃん、おばあちゃんに郷
土食を教わったりするなどし、ふるさとの宝である
食文化を次代につなげていってほしいと思います。

観光客の皆さんが注目するさまざまな石川の食。それを育んできた背景には何があるの
でしょうか 。石川の食文化のルーツを探る研究に取り組む北陸大学の長谷川孝徳
教授に、お話を聞きました。

いしかわの「食」のいしかわの「食」の
イメージを教えてくださいイメージを教えてください

9月のシルバーウイーク期間中、金沢市内で観光されている方々に、9月のシルバーウイーク期間中、金沢市内で観光されている方々に、
旅行中に楽しみにしている石川の「食」についてお話を聞きました。旅行中に楽しみにしている石川の「食」についてお話を聞きました。

正司さんご夫妻
 （兵庫県明石市から）

大無田さん親子
 （福岡県福岡市から）

ヌードルや鉄板焼き、天
ぷらなど、日本食がとっ
ても大好きです。金沢に
もおいしい和食のお店が
いっぱいあると聞きまし
た。今夜は何にしようか悩
んでいるところです。

連続テレビ小説「まれ」
が大好きで、揚げ浜塩田
の塩など、能登の食を楽
しみたいですね。また、ド
ラマを通して、食材を生
かす輪島塗などの器にも
興味がわきました。

ノドグロをいただきまし
た。脂がたっぷりでも、質
がいいので決してしつこく
なく、子どもたちも「おい
しい」と大喜びでした。次
は違う季節の幸を味わい
に訪れたいですね。

ひがし茶屋街で上生菓子
をいただきました。季節
を感じるきれいな和菓子
に、石川の伝統や美意識
を感じました。ハイレベル
とうわさの回転ずしも食
べてみたいですね。

ホルヘさん&
カルメンさんカップル
 （スペイン・マドリードから）

別府 功一朗さん
 （千葉県習志野市から）

鈴木さんご家族
 （愛知県長久手市から）

清水さん&
西澤さんカップル
 （岐阜県岐阜市から）

長
は せ が わ

谷川孝
た か の り

徳先生

北陸大学未来創造学部教授

教えて！
長谷川先生

ミラノ万博で食文化をアピールする谷本知事味わいはもちろん、盛り付けや器も魅力の加賀料理

お目当てはやっぱり海の幸！ 金沢のおいしい和食に興味津々「金沢おでん」に注目しています

観光中にすいません

ノドグロは子どもにも大人気季節感あふれる上生菓子に驚き 「まれ」に登場した食を楽しみたい
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県
で
は
、石
川
の
食
文
化
を
全
国
の

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
食

文
化
の
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
内
の
生
産
者
が
直
接
、
県
産
食
材

を
首
都
圏
に
売
り
込
む
「
い
し
か
わ

百
万
石
マ
ル
シ
ェ
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

百
万
石
マ
ル
シ
ェ
は
、
生
産
者
と
首
都

圏
の
料
理
人
や
デ
パ
ー
ト
の
仕
入
担

当
者
な
ど
が
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
て
商

談
を
行
う
場
と
し
て
、
平
成
18
年
に

ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
10
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｒ
し
た
食

材
が
首
都
圏
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
や

大
手
デ
パ
ー
ト
で
取
り
扱
わ
れ
る
な

ど
、
県
産
食
材
の
認
知
度
は
着
実
に

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
谷
本
知
事
も
積
極
的
に
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
。
県
が
開
発

し
た
高
級
ブ
ド
ウ
の
ル
ビ
ー
ロ
マ
ン

を
安
倍
首
相
に
贈
呈
し
た
り
、
東
京

や
大
阪
の
デ
パ
ー
ト
で
買
い
物
客
に

振
る
舞
っ
た
り
す
る
な
ど
、
先
頭
に
立

っ
て
知
名
度
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。加

賀
料
理
と
す
し

統
一
価
格
で
提
供

　

石
川
県
を
訪
れ
た
方
に
石
川
が

誇
る
食
を
堪
能
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

「
加
賀
料
理
」
と
「
す
し
」
を
統
一

価
格
で
提
供
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行

っ
て
い
ま
す
。
高
級
で
敷
居
の
高
い
イ

メ
ー
ジ
の
あ
る
石
川
グ
ル
メ
で
す
が
、

初
め
て
の
方
に
も
安
心
し
て
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
。

　

加
賀
料
理
は
、
料
亭
や
ホ
テ
ル
な

ど
18
店
が
参
加
し
、「
百
万
石
の
た
か

ら
も
の
〜
あ
ら
た
な
加
賀
料
理
に
ふ

8月に安倍首相にルビーロマン
を贈呈。試食した首相もその
おいしさを絶賛しました

いしかわ百万石マルシェ
は、首都圏への販路開
拓につながる一手とし
て、大きな役割を果たし
ています

首
都
圏
で

県
産
食
材
を
P
R

来
県
さ
れ
た
方
に
も

郷
土
の
豊
か
な
食
を

石川県の食材は、出荷量は少なくてもキラリと輝く個性を放つものがたくさんあります。
「いしかわ百万石マルシェ」の開催にご協力いただいている県産食材ブランド化アドバイ
ザー会議会長の松下良さんにお話を聞きました。

教えて！
松下さん

松
まつ し た

下 良
りょう

さん

県産食材ブランド化
アドバイザー会議会長

トップシェフが石川の食を応援

　おかげさまで、百万石マルシェは近年、大変なに
ぎわいで、県産食材への注目が高まっていることを
実感しています。
　これだけ盛況になったのは、石川の食にたくさん
の応援団がいたからです。過去には、山中町（現加
賀市）出身の道場六三郎さんなど、国内のトップシ
ェフが数多く来場し、食材の調理方法やおいしさ
を熱心にＰＲしてくれました。大手メディアにも何度
も取り上げていただき、首都圏への発信につながっ

たと、感謝しています。
　石川県は「春は芽のもの、夏は葉のもの、秋は実
のもの、冬は根のもの」と四季それぞれの旬の食材
に恵まれるなど、本当に食材の宝庫です。さらに、食
材を生かす調理法が発達し、器となる輪島塗や九
谷焼といった伝統工芸も盛んで、私は石川県の食
文化は日本一だと思っています。
　恵まれたふるさとの食をぜひ、皆さんも日ごろか
ら楽しんでください。県民が味わっていただくこと
が消費の拡大につながり、個性ある石川の食材を
守ることにつながります。

10
年
目
を
迎
え
た

百
万
石
マ
ル
シ
ェ

4

れ
る
旅
〜
」
と
し
て
、
昼
食
は
１
万

円
、夕
食
は
２
万
円
で
提
供
（
税
別
）。

「
百
万
石
の
鮨す

し

」（
10
貫
セ
ッ
ト
税
込

３
８
０
０
円
）
は
、
県
内
32
店
舗
で

味
わ
え
ま
す
。

シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
で

地
酒
を
発
信

　

石
川
の
食
を
象
徴
す
る
も
の
の
一
つ

が
、
発
酵
食
文
化
で
す
。
か
ぶ
ら
ず

し
や
コ
ン
カ
イ
ワ
シ
な
ど
と
と
も
に
、

代
表
格
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
「
地
酒
」

で
す
。
県
酒
造
組
合
連
合
会
で
は
、

金
沢
駅
構
内
の
お
土
産
・
飲
食
ゾ
ー

ン
「
あ
ん
と
」
に
県
内
35
蔵
の
銘
酒

を
扱
う
店
舗
「
金
沢
地
酒
蔵
」
を
構

え
、旅
行
者
を
お
い
し
い
地
酒
で
も
て

な
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
10
月
に
は
し
い
の
き

迎
賓
館
（
金
沢
市
）
で
、
地
酒
と
美

食
の
祭
典
「
サ
ケ
マ
ル
シ
ェ
」を
実
施
。

今
年
は
、「
日
本
酒
で
乾
杯
推
進
会
議

石
川
大
会
」
も
同
時
開
催
し
、
県
内

外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
人
に
、
石
川

の
お
い
し
い
地
酒
を
広
く
発
信
し
ま

し
た
。

旬のネタを使った「百万石の鮨」。内容は各店で異なり、
中でも “親父の1貫”には職人のプライドが込められています

「百万石のたからもの ～あらたな加賀料理にふれる旅～」
  料金には奉仕料や席料、室料も含まれています

たくさんの人が地酒の魅力にふれた
サケマルシェ

　東京・銀座にある「いしかわ百万石物語・江戸本

店」。ふるさとの魅力を発信するアンテナショップと

して、10月にオープン1周年を迎えた同店では、生鮮

食品や発酵食品、銘菓などの販売のほか、県産食材

を使用したイートインコーナーも設け、石川の食文

化を発信しています。

　今年は“食”と“伝統工芸”をセットにしたイベン

トを開催しており、７月には「金沢漆器×加賀の茶

道文化」、10月には「九谷焼の酒器×地酒」をテーマ

に、工芸作家によるトークイベントや展示販売会を

実施しました。両イベントとも好評で、石川ファンの

拡大につながっていて、今後、「輪島塗×スイーツ」を

テーマとしたイベントを予定しています。

県伝統産業振興室　TEL 076（225）1526
問い合わせ

「風
ふ う

・素
そ

・人
じ ん

」がもたらす美味
　石川の発酵食文化には、「風・素・人」が強く影響
しています。まず風とは「風土」のことで、冬になる
と雪の多い県内は、発酵をコントロールしやすい気
温や湿度などの環境が整っています。次は「素材」
です。日本有数の米どころであり、北陸には発酵に
不可欠な米こうじの文化が発達しました。さらに、
発酵させる魚の種類も多く、県内で取れないもの
も、江戸時代に盛んだった北前船で運ばれ、ニシン
を挟んだ大根ずしや大豆を原料とした醤

しょうゆ

油・味
み そ

噌

などが作られました。そして、伝統を受け継ぐ料理
人や能登杜

とう

氏
じ

といった「人」にも恵まれています。
　北陸新幹線の開業で、県外や海外から県内への
関心が高まり、新たな視点で石川の食が評価され
る機会が増えました。そんな中、七尾で昔から作ら
れていた塩辛が脚光を浴び、全国から注文が殺到
しています。このように、県外や国外から注目を浴
びて、新たな特産となる発酵食品が生まれるかもし
れません。今後ますます石川の発酵食文化に、厚み
が加わることを期待しています。

加賀から能登まで、多種多様な発酵食が作られてきた石川県。そんな食文化が花開いた
理由について、食をはじめさまざまな視点で地域活性化に取り組む「まち&むら研究所」
代表の谷本亙さんに聞きました。

教えて！
谷本さん

谷
た に も と

本 亙
わたる

さん

まち&むら研究所代表

い
し
か
わ
百
万
石
マ
ル
シ
ェ

県
生
産
流
通
課

☎
 ０
７
６（
２
２
５
）１
６
２
１

百
万
石
の
た
か
ら
も
の
・
百
万
石
の
鮨

県
首
都
圏
戦
略
課

☎
 ０
７
６（
２
２
５
）１
５
４
４

金
沢
地
酒
蔵
・
サ
ケ
マ
ル
シ
ェ

石
川
県
酒
造
組
合
連
合
会

☎
 ０
７
６（
２
５
１
）２
１
１
５

問
い
合
わ
せ

東京・銀座の
アンテナショップでも発信
 石川の“食”と“伝統工芸”
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食
の
国
イ
タ
リ
ア
へ

提
案
会
と
万
博
で

海
外
で
の

販
路
拡
大
に
注
力

ミラノでは谷本知事が先頭に立って食を売り込みました

著
名
な
シ
ェ
フ
や

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
に
発
信

　

県
で
は
、
石
川
の
食
文
化
を
広
く

海
外
に
発
信
し
、
誘
客
や
交
流
促
進

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
10
月
に

は
、
万
博
の
開
催
で
食
の
情
報
発
信

地
と
し
て
世
界
か
ら
さ
ら
に
注
目
さ

れ
る
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
「
食
文

化
提
案
会
」
を
催
し
ま
し
た
。
今
回

の
食
文
化
提
案
会
は
ア
メ
リ
カ
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
平
成
22
年
）、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
（
26
年
）
に
続
く
３
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

ミ
ラ
ノ
で
の
食
文
化
提
案
会
で

は
、
現
地
の
著
名
シ
ェ
フ
や
メ
デ
ィ
ア

関
係
者
な
ど
を
招
き
、
石
川
が
誇
る

豊
か
な
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
、
伝

統
的
工
芸
品
の
器
に
盛
り
付
け
、
地

酒
と
と
も
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
合
わ
せ
て
、
芸げ

い

妓ぎ

に
よ
る
石

川
の
伝
統
芸
能
も
披
露
す
る
こ
と

で
、
石
川
の
優
れ
た
食
文
化
の
魅
力

を
余
す
こ
と
な
く
総
合
的
に
Ｐ
Ｒ
。

奥
深
い
石
川
の
味
が
美
食
の
国
イ
タ

リ
ア
の
食
通
を
う
な
ら
せ
る
と
と
も

に
、
県
産
品
の
欧
州
で
の
販
路
開
拓

に
向
け
た
商
談
会
も
開
催
し
、
食
品

や
酒
、
伝
統
的
工
芸
品
を
精
力
的
に

売
り
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
文
化
提
案
会
の
翌
日
か

ら
ミ
ラ
ノ
万
博
の
会
場
で
、
２
日
間

に
わ
た
っ
て
能
登
の
里
山
里
海
が
育

ん
だ
食
材
や
、
伝
統
芸
能
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。
谷
本
知
事
も
会
場
で

地
酒
を
振
る
舞
う
な
ど
、
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

食
の
祭
典
に
参
加

　

海
外
で
の
積
極
的
な
食
文
化
の
Ｐ

Ｒ
は
、
着
実
に
成
果
と
な
っ
て
表
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催

し
た
食
文
化
提
案
会
に
参
加
さ
れ

た
方
が
石
川
の
食
を
気
に
入
り
、
そ

れ
が
縁
と
な
っ
て
今
年
４
月
に
現
地

で
開
か
れ
た
「
ワ
ー
ル
ド
・
グ
ル
メ
・

サ
ミ
ッ
ト
」
に
国
内
の
自
治
体
と
し

て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
同
サ
ミ

ッ
ト
は
、
世
界
か
ら
著
名
な
シ
ェ
フ

や
飲
食
関
係
者
が
集
ま
る
国
際
的

な
食
の
祭
典
で
、
日
本
か
ら
は
唯
一
、

県
の
食
文
化
提
案
会
で
腕
を
ふ
る
っ

た
金
沢
市
内
の
料
理
人
が
招
か
れ
ま

し
た
。

ミラノ万博では回転ずしのコンベアーで食をアピール。ユニークなPRに注目が集まりました
 （出典／平成27年10月18日付 北國新聞）

ミラノでは食文化提案会に加え、石川の食などを売り込む
商談会も実施

商談会では、伝統的
工芸品にも高い関心
が寄せられました
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写真右／世界で活躍するマ
イケル・ロマーノさんに石
川県食文化大使を委嘱
写真左／アメリカから訪れ
た仕入担当者に多彩な食
材を提案

　

石
川
県
の
大
き
な
魅
力
で
あ
る
「
食
」

を
、
県
民
は
も
ち
ろ
ん
、
来
県
者
の
皆
さ

ん
に
も
安
心
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
県
で
は
今
年
３
月
、「
石
川
県
食

の
安
全
・
安
心
推
進
条
例
」
を
制
定
し
ま

し
た
。
同
条
例
で
は
、
生
産
者
や
事
業
者

に
食
品
な
ど
の
製
造
、
加
工
、
調
理
、
販

売
な
ど
各
段
階
で
の
自
主
的
な
衛
生
管
理

水
準
の
向
上
を
求
め
る
と
と
も
に
、
県
で

も
安
全
性
確
保
の
た
め
の
監
視
や
消
費
者

に
分
か
り
や
す
い
表
示
の
推
進
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
事
業
者
の
自
主
的
な
食
の
安

全
・
安
心
の
確
保
へ
の
取
り
組
み
を
後
押

し
す
る
た
め
、「
い
し
か
わ
食
の
安
全
・

安
心
・
お
も
て
な
し
店
認
証
制
度
」
も
設

け
ま
し
た
。
同
制
度
は
食
品
衛
生
管
理
に

加
え
、
お
も
て
な
し
の
向
上
に
努
め
る
店

舗
を
県
食
品
衛
生
協
会
が
認
定
す
る
仕
組

み
で
す
。
10
月
末
現
在
で
37
店
舗
が
認
定

を
受
け
、
協
会
で
は
今
年
度
中
に
１
０
０

店
舗
へ
の
拡
大
を
目
指
し
て
お
り
、県
は

こ
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
こ
と
で
食
の
安

全
・
安
心
の
確
保
と
お
も
て
な
し
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

お
も
て
な
し
向
上
に
ひ
と
役

石
川
県
食
の

安
全
・
安
心
推
進
条
例

ホームページ

県
食
品
安
全
対
策
室

☎ 

０
７
６（
２
２
５
）１
４
４
５

 
  foodsafe@

pref.ishikaw
a.lg.jp

問
い
合
わ
せ

ひゃくまんさんをあしらった認定証を交付

飲食店などを対象におもてなし講座を実施しています

検検検検検検検 検索索索索索索索索検 索いしかわ 食の安全

（出典／平成27年8月13日付 北國新聞）

マ
イ
ケ
ル
・
ロ
マ
ー
ノ
氏
を

県
食
文
化
大
使
に
任
命

　

海
外
で
も
石
川
の
食
文
化
を
広
め

よ
う
と
し
て
く
れ
る
人
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
県
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

の
食
文
化
提
案
会
な
ど
で
交
流
を

重
ね
て
き
た
世
界
的
な
シ
ェ
フ
、マ
イ

ケ
ル
・
ロ
マ
ー
ノ
さ
ん
に
平
成
24
年
、

「
石
川
県
食
文
化
大
使
」
を
委
嘱
し

ま
し
た
。

　

ロ
マ
ー
ノ
さ
ん
は
、ア
メ
リ
カ
で
開

い
た
石
川
の
食
文
化
を
発
信
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
講
演
す
る
な
ど
、
石
川
の

魅
力
発
信
に
多
方
面
で
協
力
。
県

産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
、
今
年
８

月
に
ア
メ
リ
カ
の
仕
入
担
当
者
を
県

内
に
招
い
て
行
っ
た
、
加
賀
の
味み

そ噌

蔵
や
能
登
の
酒
蔵
な
ど
を
回
る
商
談

会
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
石
川
の

食
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み

で
、
県
産
の
食
材
や
食
品
、
酒
な
ど

海
外
の
販
路
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
今
後
も
、
和
食
へ
の
関
心
が

高
い
欧
米
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、

ふ
る
さ
と
の
食
文
化
の
発
信
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

県
産
業
政
策
課

☎
 ０
７
６（
２
２
５
）１
５
０
９

問
い
合
わ
せ
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加
賀
、能
登
に
も
多
く
の
人
出

開
業
効
果
は
県
内
全
域
に

　

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
か
ら
８
カ

月
、
新
幹
線
効
果
は
デ
ー
タ
に
も
は
っ
き

り
と
表
れ
て
い
ま
す
。
開
業
後
6
カ
月
間

の
観
光
客
数
は
、
昨
年
に
比
べ
、
兼
六
園

が
約
１・４
倍
、金
沢
城
公
園
が
約
１・８

倍
で
、
宿
泊
者
数（
４
〜
8
月
）
も
加
賀

温
泉
郷
で
約
１・１
倍
、
和
倉
温
泉
で
約

１
・
2
倍
に
増
加
。
開
業
効
果
は
金
沢
だ

け
で
な
く
、
加
賀
や
能
登
に
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、北
陸
３
県
と
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６

社
が
観
光
誘
客
を
目
的
に
共
同
で
取
り

組
む
「
北
陸
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
も
展
開
中
で
、
石
川
県
の
注
目

度
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
歩
き
環
境
を
整
備

観
光
客
の
声
も
活
用

　

一
方
で
、開
業
前
に
は
予
想
で
き
な
か

っ
た
こ
と
と
し
て
、
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む

方
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
金
沢
駅
と
近
江
町
市
場
や
、
金
沢

城
公
園
を
中
心
と
し
た
半
径
１
キ
ロ
以

内
の
観
光
地
は
、
観
光
客
が
徒
歩
で
移

動
す
る
に
は
程
よ
い
距
離
で
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
昨
年
秋
の
行
楽
期
に
比

べ
て
近
江
町
市
場
前
が
約
２・４
倍
、
東

山
が
約
５・３
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
ま
ち
歩
き
を
よ
り
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、主
要
な
観
光
地
を
結

ぶ
ル
ー
ト
に
、
目
的
地
ま
で
の
距
離
や
方

向
を
記
し
た
路
面
標
示
を
10
月
か
ら
試

験
的
に
設
置
。
観
光
客
な
ど
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
来
年
３
月
ま
で
に
市
中

心
部
の
多
く
の
観
光
客
が
歩
く
ル
ー
ト

で
本
格
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、県
と
県
観
光
連
盟
で
は
、駅
や

観
光
施
設
な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き

を
置
き
、こ
れ
ま
で
に
８
割
を
超
え
る
方

が
県
内
旅
行
に
つ
い
て
「
満
足
」「
や
や

満
足
」
と
回
答
。
良
い
意
見
も
悪
い
意

見
も
関
係
者
が
共
有
し
、
さ
ら
な
る
お

も
て
な
し
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
地
元
の
人
か

ら
の
ち
ょっ
と
し
た
声
か
け
を
喜
ば
れ
て

い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
困
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら
優
し

く
声
を
か
け
る
な
ど
、石
川
県
を
訪
れ
た

方
々
を
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
。

路面標示を設置し、観光客のまち歩きをサポート

新幹線開業後に
聞かれたコイン
ロッカー不足を
指摘する声に応
え、JR金沢駅で
はロッカー数を
倍増させました

北陸新幹線金沢開業により、県内各地は多くの観光客でにぎわっています
 （写真は金沢市のひがし茶屋街）

さ
ら
な
る
お
も
て
な
し
向
上
へ

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応

北陸新幹線開業後に寄せられた主な観光客の声 回答数

2194件
3月14日～
10月13日

評価するご意見の一例
● 金沢駅で車イスの貸し出しがあり、大変助かった。
● バス車内のアナウンスで主要観光地への行き方を説明してくれ、
　間違わずに行けた。
● バス停で地元の方から「どこまで行くの？」 「あっちのバス停から乗った方が早いよ」
　などと話しかけてもらえ、助かった。

改善を求めるご意見の一例
● 金沢駅のコインロッカーを増やしてほしい。
● お土産店に入店しても声かけがなく無視された。
● 大型連休こそトイレ掃除の回数を増やしてほしい。

関係者に速やかに
対応を促しました。
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　幅広い世代の支持を集めるシンガーソング・ライターの

松任谷由実さんは石川県の大ファンであり、頻繁に足を運

び、伝統文化や食を楽しまれているそうです。県では今年３

月、松任谷さんに「石川県観光ブランドプロデューサー」を

委嘱しました。石川の魅力発信にご協力いただいている松

任谷さんにお話を聞きました。

北陸新幹線に乗っ
て来県された松
任谷さんに3月16
日、県観光ブラン
ドプロデューサー
を委嘱しました

Interview

シンガーソング・ライター

松
ま つ

任
と う

谷
や

由
ゆ

実
み
さん

 石川県に足を運ぶようになったきっかけは何ですか？
松任谷■金沢とは受験で美大を受けようと思ったのが最初の
縁かもしれないけれど、やはりシンガーソング・ライターとしてデ
ビューしてライブやキャンペーンで何度も訪れる中で魅せられて
いったのだと思います。

 石川・金沢の好きなところを教えてください。
松任谷■私は金沢の街全体に漂う“詩情”が好きです。控えめな
それでいて深みのある格調を、茶屋街の街並みや浅野川のせせ
らぎ、そして街を行き交う人たちからも感じとることができます。
泉
いずみ

鏡
きょう

花
か

や徳
とく

田
だ

秋
しゅう

聲
せ い

の世界がそのまま息づいているようです。そ
れでいて、金沢21世紀美術館のような先進性がさらりと溶け込
んでいたりするのも素

す て き

敵ですね。このしなやかさは他の街にはな
い気がします。あと、もちろん新鮮なノドグロも大好きです。

 松任谷さんが作詞・作曲を手がけた「花紀行」は金沢で生
まれたと聞きました。また、県内にはオーケストラ・アンサンブル
金沢があり、邦楽も盛んです。音楽という側面から見た際、金沢、
石川という土地には特色があるのでしょうか。
松任谷■主観にはなってしまいますが、ステージで歌っていてお
客さんたちに歌詞が染みこんでいくように感じます。やはりこの
街に降り積もった“詩情”のなせる技かもしれません。

 このたび、県の観光誘客動画の挿入歌「いしかわ百万石物
語 ～ひゃくまんさん小唄～」を作曲いただきました。作曲にあたっ
てのエピソードや曲に込めた思いをお聞かせください。
松任谷■「ひゃくまんさん小唄」は芸

げい

妓
こ

さんはじめ金沢の文化
の担い手さんたちと楽しく創りました。それをA

ア サ チ ャ ン

SA-CHANG (編
曲者)が最高にハイブリットでキュートな作品に仕上げてくれま
した。「温故知新」というか、伝統や格式は踏まえつつ、愛

あい

嬌
きょう

が
あって先進的、まさに石川・金沢そのものじゃないかなと思って
います。

 北陸新幹線が開業し、全国的にも石川に注目が集まってい
ますが、石川県としてのブランド力を高めていくためには、どのよう
な視点で取り組んでいくことが大切だと思いますか。
松任谷■今回、石川県の観光ブランドプロデューサーをやらせ
ていただく中で、金沢だけでなく能登、加賀、白山と石川県の各
地方が独自の継続した歴史の中に存在し続けていることを実感
しました。そこに暮らす人たちがより深く郷土を愛し、日常を積
み重ねていくことが大切な気がします。そして、その誇りをほか
の人たちに丁寧に説明することができれば、北陸新幹線が当た
り前になっても、人々はそれを、つまりは歴史の継続を見るため
に世界中からやってくると思います。

「ほっと石川」の読者である石川県のみなさんにメッセージ
をお願いします
松任谷■石川大好き！「ひゃくまんさん小唄」みんなで歌って、
踊ってね。

今年3月、
石川県観光ブランド
プロデューサーを委嘱

ホームページ 検索検索検索検索検索検索検索検索検 索検 索ひゃくまんさん小唄
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小松空港が

魅力アップ

お得な料金で、
快適な空の旅

　

今
年
3
月
か
ら
小
松
・
羽
田
便

の
航
空
運
賃
が
大
幅
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。
75
日
前
ま
で
に
予

約
す
る
最
も
安
い
運
賃（
片
道
）は

9
4
0
0
円
※
。
前
日
予
約
の
場

合
で
も
、
1
万
2
9
0
0
円
※
か

ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
車
料
金
も
3
月
1
日

よ
り
値
下
げ
さ
れ
、
1
日
料
金
が

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
近
い
第
2
駐

車
場
で
5
0
0
円
、
第
1
・
3
駐

車
場
で
4
0
0
円
に
な
り
、
ワ
ン

コ
イ
ン
以
下
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
客
に
利

用
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
10
月
か

ら
小
松
・
羽
田
便
を
積
極
的
に
利

用
す
る
企
業
・
団
体
（「
サ
ポ
ー
ト

企
業
」
と
い
い
ま
す
）
を
応
援
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
企
業
に
は
、タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
の
売
店
や
会
議
室

を
割
引
料
金
で
使
用
で
き
る
な
ど

の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
出
張
な
ど
で
小
松
・

羽
田
便
を
10
往
復
（
片
道
20
回
）

す
る
ご
と
に
駐
車
場
1
日
無
料
券

や
金
沢
駅
と
小
松
空
港
を
結
ぶ
リ

ム
ジ
ン
バ
ス
乗
車
券
、
小
松
空

港
の
売
店
や
飲
食
店
で
使
え
る

1
0
0
0
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
な

ど
、
合
計
5
0
0
0
円
相
当
の
特

典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

航
空
会
社
で
は
、
羽
田

空
港
で
乗
り
継
い
で
、
目

的
地
へ
向
か
う
航
空
乗
継

利
用
で
も
大
変
お
得
な
割

引
運
賃
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
設
定
す
る
の
は
全
国

最
多
の
39
区
間
（
11
月
1

日
現
在
）
で
、
日
本
各
地

の
空
港
と
結
ば
れ
て
い
ま

す
。
新
幹
線
開
業
後
は
割

引
率
が
ア
ッ
プ
し
、28
日
前

予
約
で
通
常
料
金
よ
り
最

大
8
割
近
く
も
お
得
で
す
。

　

航
空
乗
継
便
は
、
鉄
道

や
車
で
は
移
動
に
時
間
の

か
か
る
地
域
に
も
早
く
行

く
こ
と
が
で
き
、
例
え
ば

鹿
児
島
の
場
合
、
7
時
45

分
に
小
松
を
出
発
し
て
11

時
45
分
に
現
地
に
到
着
で

き
ま
す
。
※
1

　

県
で
は
こ
う
し
た
航
空

乗
継
を
さ
ら
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
来
年
2

月
29
日
ま
で
、
小
松
空
港

か
ら
の
航
空
乗
継
便
ご
利

用
の
チ
ケ
ッ
ト
を
空
港
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
で
提
示
す
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
典
※
2
を
受

け
ら
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

石川県の空の玄関口・
小松空港は、ますます
便利な空港にパワー
アップしています。ぜひ
チェックしてほしい、
“ぐ～ん”と魅力が高
まった3つのポイント
を紹介します。

ぐ～んと

POINT

3

羽
田
空
港
乗
継
割
引
運
賃

全
国
最
多
の
39
区
間
に※掲載の運賃は平成27年12月1日～31日

の一例です。

※ 

掲
載
の
運
賃
は
い
ず
れ
も
10
月
25
日
〜
3
月
26
日
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

サポート企業にはビジネス利用
パスポートを発行します。パスポ
ートは空港内に設置するカード
リーダーに通すことで、企業単位
の利用回数を積算します

※
1 

12
月
1
日
〜
31
日
の
ダ
イ

ヤ
で
の
到
着
時
間
。

※
2 

羽
田
空
港
エ
ア
ポ
ー
ト
ラ

ウ
ン
ジ
の
利
用
券
や
お
土

産
ク
ー
ポ
ン
券
1
0
0
0

円
分
な
ど
か
ら
1
点
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

な
く
な
り
次
第
、
終
了
。

● 問い合わせ

小松空港協議会
TEL 076（225）1337

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

企
業
の
利
用
を
後
押
し

POINT

2

●羽田乗継割引運賃の例

航
空
運
賃
&
駐
車
料
金
を

大
幅
に
引
き
下
げ

POINT

1

28日前予約 通常料金

函館 13,200円～ 78％割引 59,800円

青森 15,200円～ 74％ 58,400円

高松 14,200円～ 75％ 57,700円

鹿児島 14,100円～ 76％ 68,200円

詳しくは小松空港
ホームページを
ご覧ください。
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smile 石川のボランティア　

内
灘
町
内
の
要
介
護
高
齢
者
や
身
体
障

害
者
な
ど
を
対
象
に
、
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
取
り
組
む
の
が
、「
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
う
ち
な
だ
」で
す
。同
ク
ラ
ブ
は
、
メ

ン
バ
ー
が
自
宅
な
ど
の
希
望
す
る
場
所
ま

で
車
で
迎
え
に
行
き
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、

近
隣
の
金
沢
市
や
津
幡
町
、
か
ほ
く
市
の

目
的
地
ま
で
運
転
。１
キ
ロ
１
３
０
円（
片

道
上
限
１
０
０
０
円
）
と
料
金
は
手
ご
ろ

で
、
利
用
回
数
は
年
間
１
７
０
０
件
に
も

上
り
ま
す
。

　

当
初
は
病
院
と
自
宅
の
往
復
が
多
か
っ

た
利
用
目
的
も
、
最
近
は
カ
ラ
オ
ケ
に
出

か
け
た
り
、
生
涯
学
習
の
教
室
に
通
っ
た

り
す
る
際
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

そ
う
で
、「
活
動
が
広
が
り
、
外
出
を
気
軽

に
楽
し
ま
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
」
と
、

副
代
表
の
水み
ず

口ぐ
ち

裕ひ
ろ
子こ

さ
ん
は
笑
顔
で
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。一
方
、加
盟
す
る
協
議
会

の
規
定
で
、
運
転
で
き
る
の
が
70
歳
ま
で

に
限
ら
れ
る
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の
不
足
が

悩
み
の
種
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
、
利
用
者
の
笑
顔
広

が
る
活
動
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

要
介
護
高
齢
者
や

障
害
者
の
外
出
を
支
援

近
隣
の
目
的
地
ま
で
運
転

石
川
の
食
文
化
に
熱
視
線

欧
州
で
見
つ
け
た
可
能
性

すす

ドライバーズ
クラブ
うちなだ
（内灘町）

車いすでの乗り降りにも対応した福祉車両もあります

内灘町社会福祉協議会が窓口となり、利用の登録・申し込みや、
運転ボランティアと車両の手配などを担っています

　

石
川
の
豊
か
な
食
文
化
が
、舌
の
肥
え
た
イ
タ
リ
ア
人
を
魅
了
！　

ミ
ラ
ノ
国
際
博

覧
会
の
日
本
館
で
開
い
た「
石
川
の
日
」、
現
地
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
招
い
た
食
文
化
提
案
会
、

欧
州
で
の
販
路
開
拓
を
探
る
商
談
会
、そ
の
い
ず
れ
で
も
石
川
の
誇
る
食
や
工
芸
に
感

嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
石
川
の
日
」の
会
場
に
は
実
に
約
８
０
０
０
人
が
詰
め
か
け
、県
産
食
材
を
使
っ
た 

”て
ま
り
ず
し  “や
天
ぷ
ら
が
大
好
評
で
し
た
。
食
文
化
提
案
会
で
は
、伝
統
的
工
芸
品

の
器
に
盛
り
付
け
た
加
賀
料
理
の
美
し
さ
と
味
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
８
種
の
地
酒
。
ま

さ
に
匠
の
技
と
い
え
る
石
川
の
食
に
注
が
れ
る
熱
視
線
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

商
談
会
で
は
、
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
１
２
０
人
も
の
バ
イ
ヤ
ー
に
サ
プ
ラ
イ

ズ
。
会
場
は
、
石
川
の
食
品
や
酒
、
伝
統
的
工
芸
品
を
自
分
の
目
や
舌
で
確
か
め
よ
う

と
の
熱
気
に
あ
ふ
れ
、具
体
的
な
商
談
に
ま
で
進
ん
だ
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

和
食
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、高
い
関
心
を
呼
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
が
、そ
れ
に
し
て
も
驚
く
ほ
ど
の
反
応
の
良
さ
で
す
。

　

驚
い
た
と
言
え
ば
、ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
で
た
ま
た
ま
入
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
出
会

っ
た
石
川
の
地
酒
。「
よ
く
ぞ
こ
こ
に
。
頑
張
っ
と
る
！
」と
感
激
し
、
古
里
を
思
い
な

が
ら
同
行
の
皆
さ
ん
と
杯は

い

を
重
ね
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

海
外
へ
出
か
け
て
み
て
、そ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
石
川
の
食
材
や
食
品
、酒
、伝
統

的
工
芸
品
が
秘
め
る
可
能
性
の
大
き
さ
を
、参
加
者
全
員
が
体
感
で
き
た
の
が
一
番
の

収
穫
で
し
た
。同
時
に
、今
回
の
視
察
で
は
地
域
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
も
見
つ
け
ま
し
た
。

　

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
郊
外
の
自
治
体
で
展
開
中
の
「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
運
動
」
が
そ
れ
で
、

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
景
観
や
食
文
化
を
守
り
育
て
る
こ
と
が
多
く
の
観
光
客
を
呼

び
寄
せ
、人
口
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。「
石
川
の
里
山
里
海
を
生
か
し
、滞
在

型
観
光
の
推
進
を
」。
欧
州
で
温
め
た
夢
の
実
現
へ
、
こ
れ
か
ら
力
強
く
踏
み
出
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

県内のボランティアに関する情報は 検索石川県社会福祉協議会ボランティアネット

車いす車 す 乗での乗 降り降り も対にも対応応した福祉車福祉車 も両もあ すります

●問い合わせ

ドライバーズクラブうちなだ
事務局 社会福祉法人 内灘町社会福祉協議会
TEL 076(286)6953
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七尾市小丸山台1-1　TEL0767（53）1500
　
● 開館時間／午前9:00～午後5:00
 （入館は午後4:30まで）
● 休館日／月曜、
　祝・休日の翌日（土・日曜を除く）、
　展示替期間、年末年始
　 ※展覧会によっては開催期間中無休
● 入館料／大人800円以内
 （企画展によって、入館料は異なります）
　 nanao-art-museum.jp

能
登
ゆ
か
り
の
作
品
を
展
示

20
周
年
記
念
の
絵
本
原
画
展
も
開
催
中

　

石
川
県
七
尾
美
術
館
は
、
の
と
里
山
海
道
徳
田
大
津

Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
車
で
約
15
分
、
ド
ー
ム
型
の
７
つ
の
屋
根

が
特
徴
的
な
総
合
美
術
館
で
す
。
桃
山
時
代
に
活
躍
し

た
七
尾
市
出
身
の
画
聖
・
長
谷
川
等
伯
の
作
品
６
点
を

所
蔵
し
、
毎
年
春
に
企
画
展
を
開
く
な
ど
、
能
登
ゆ
か

り
の
絵
画
や
陶
芸
、
彫
刻
な
ど
を
中

心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
所
蔵
品
の
中
核
と
な
る

の
は
、
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

で
す
。
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
岐
阜

県
で
紡
績
会
社
を
興
し
、
経
済
人
と

し
て
活
躍
し
た
七
尾
市
出
身
の
実
業

家
・
池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７
〜
87

年
）
が
集
め
た
美
術
工
芸
品
の
数
々

で
、
現
在
、
同
美
術
館
で
は
寄
贈
さ

れ
た
２
８
７
点
を
収
蔵
。
漆
芸
家
の

松
田
権
六
氏
や
前
大
峰
氏
な
ど
、
石

川
の
工
芸
界
を
代
表
す
る
作
家
を
は

じ
め
、
美
濃
焼
な
ど
岐
阜
県
に
ち
な

ん
だ
作
品
も
豊
富
に
そ
ろ
い
、
定
期

的
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
開
館
か
ら
20
周
年
の
節
目
に
あ
た

り
、
そ
れ
を
記
念
し
て
12
月
13
日
ま
で
「
２
０
１
５
イ

タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
同
展
で
は
古
都
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
開
か
れ
る

児
童
書
専
門
の
国
際
見
本
市
で
の
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作

品
を
展
示
。
か
わ
い
ら
し
い
も
の
や
環
境
問
題
を
テ
ー

マ
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
原

画
を
公
開
し
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

能登食祭市場

七尾市役所

小丸山城址公園

JR七尾駅

七
尾
線

七尾総合
市民体育館

至和倉温泉↑

↑

至中能登町

石川県
七尾美術館 　能登国七尾で生まれた長谷川等伯（1539～1610）は、20歳代には絵仏

ぶっ

師
し

として北陸地方で活躍し、30歳代中ごろに京へ上り、狩野派に学んだと
言われています。その後、雌

し

伏
ふく

の時を経て長谷川派を興し、旺盛な制作意
欲で彩色画や金

きん

碧
ぺき

画、水墨画などを幅広く手がけ、72歳で亡くなるまで数
多くの名作を世に残しました。

挑戦を続けた桃山時代の画聖
“ふるさと”お宝キーワード 長

は

谷
せ

川
が わ

等
と う

伯
は く交通アクセス

▲ 平成27年春開催「長谷川等伯～日本障壁画の最高傑作『楓
かえでず

図』公開～」展で、長谷川信春（等伯）筆「十
じゅう

二
に

天
てん

図
ず

」
羽咋市・正覚院蔵（左）、無文筆「涅

ね

槃
はん

図
ず

」七尾市・長壽寺蔵（中）、長谷川信春(等伯)筆「涅槃図」羽咋市・妙成寺蔵（右）
を鑑賞する来館者

▲ 能登に関係した美術作品がそろう七尾美術館。毎
年、趣向を凝らした特別展を開催しています

「松竹図屏
びょうぶ

風」紙本墨画　２曲１隻
長谷川等伯筆（石川県七尾美術館蔵）

※ 長谷川等伯の作品は貴重な文化財
であり、七尾美術館では、作品保護の
ため、常設展示はしておりません。
次回展示は平成28年4月を予定して
います。

石川県七尾美術館
事務局長  奥

お く

井
い

 敦
あ つ

士
し

 さん

▲ 茶道具を中心に名品がそろう池田コレクション。
左は織

おり

部
べ

松
まつ

鳥
とり

図
ず

大
おお

平
ひら

鉢
ばち

、右は絵
え

唐
から

津
つ

串
くし

団
だん

子
ご

文
もん

筒
つつむ

向
こうづけ

附
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掲
示
用
に
切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

架空投資などに関する詐欺 架空請求詐欺

点検商法

オレオレ詐欺

催眠商法還付金等詐欺

電話や封書などで、価値の低
い未公開株や社債などを値
上がり確実と説明し、購入を
勧めます。複数の人物が弁護
士などを演じる「劇場型」の
犯罪も増えています。

役所や年金事務所などの職
員を名乗り「過払いの社会
保険料などを還付します」と
ATMへと誘導して犯人の口座
にお金を振り込ませます。

子や孫を装って電話をかけ、
「会社の金を使い込んだ」な
どと、お金を要求します。犯人
が現金を指定場所にまで取り
に来る手口が増えています。

日用品などを無料でプレゼン
トすると客を集め、閉鎖的な
空間で雰囲気を盛り上げた
後、高額な健康食品や布団な
どを売りつけます。

メールやはがきなどを送付
し、有料サイトの「利用料金」
や「登録料」、「個人情報の削
除費用」などの名目で現金を
だまし取る手口です。

耐震診断や配管などの無料
点検を口実に訪問し、「地震
が起きたら壊れる」「この水道
水を飲むと病気になる」など
と不安をあおり、工事や浄水
器の契約を迫ります。

（金融商品等取引名目詐欺）

110番
または

警察相談専用電話
局番なし♯9110

消費者ホットライン
局番なし1

イ ヤ ヤ

88
お住まいの市町等の消費生
活相談窓口につながります。

困った時は相談を被害にあわないための カ条

必要ないものは「買いません」とはっきり断る。
その1

簡単にドアを開けず、まずは名前と訪問の目的を聞く。
その2

即断・即決は絶対ダメ！ 必ず誰かに相談する。
その3

甘い言葉には裏がある。疑ってかかること。
その4

一人で悩まず、身近な人や相談窓口に相談する。
その5

日常生活に忍びよる
悪質な手口にご用心

保存版

（株）東京法規出版印刷物より引用

石川県では、オレオレ詐欺など特殊詐欺の被害額が今年9月末まで
に3億3500万円を超え、過去最悪となった昨年を上回るペースで

　増加しています。悪質業者や詐欺師が、
あなたの大切な“お金”

を狙っています。

※このページは切
り取って保存し、日
ごろから十分に気
をつけましょう。
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事例
紹介
 お金の話をされたら
「悪質商法」「詐欺」を疑いましょう！

平成27年9月末現在の被害総額

（金融商品等取引名目詐欺）

平成27年9月末現在の被害総額

平成27年9月末現在の被害総額

約1億1400万円

約1億700万円

約9200万円

200万で売ります！
300万で
買います！

もうけ話は危険がいっぱい

「携帯変えた」に注意！

身に覚えのない請求は無視！

　○○証券会社から電話があり、「Ａ社の未公開株を
300万円で買い取ります」と言われたが、持っていない
と断った。後日、□□商事からＡ社の未公開株を200万
円で勧めるパンフレットが届いた。○○証券会社に売
れば100万円もうかると思い、支払った。その後、○○
証券会社とも□□商事とも連絡が取れなくなった。

　ある日、孫を名乗って「携帯電話を変えたから、番
号を登録し直して」と電話があり、変更した。数日後、
「株で大損して会社の金に手をつけた」と再び電話が
あった。電話口の困った様子に気が動転し、現金500
万円を持って新幹線で東京まで行き、孫の同僚だと話
す男に現金を渡した。

　スマートフォンでアダルトサイトをクリックしたとこ
ろ、突然、「会員登録完了」と表示され、登録料10万円
を請求された。驚いて表示された連絡先に電話をした
ところ、3日以内に支払わない場合は30万円を請求す
ると言われ、慌てて振り込んだ。

相手の話をうの
みにせず、信用できる人
に相談しましょう。株の
取り引きにはリスクが伴
います。内容が理解でき
ない場合は手を出さない
ことが一番です。

携帯電話の番号が
変わったと連絡があった場
合は必ず元の電話番号に
かけ直して確認してくださ
い。また、レターパックや宅
配便で現金を送れと指示
するものは詐欺です。

事業者からの一方
的な「会員登録完了」の表
示で、契約が成立すること
はありません。あなたの個
人情報等を知られないよう
身に覚えのない請求は無視
してください。

今すぐ
東京へ

事例
1
事例
1

事例
2

事例
3

架空投資などに関する詐欺

オレオレ詐欺

架空請求詐欺

POINT

POINT

POINT
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小松うどん

【食べられる場所】
小松市内を中心とした約70店舗

【定義】　
1

2

3

4
5
6

7

8

小松市内で製造された麺であるべし

手打ち、手打ち風のものであるべし

加水量は、小麦粉重量に対して
35％w.w以上52％w.w未満※を基
準とするべし

食塩水濃度10％を基準とするべし

白山水系の水で仕込むべし

だしは、うるめ・むろあじ・さば節
などを主に用い、昆布をふんだんに
使いひくべし

具材は“じのもん”をできる限り使う
べし

こまつの発展を願い、ゆで上げるべし

　

讃
岐
う
ど
ん
や
稲
庭
う
ど
ん

な
ど
、
数
あ
る
ご
当
地
う
ど
ん

の
中
で
、
近
年
、
特
に
注
目
度

が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
、
小
松

市
の
「
小
松
う
ど
ん
」
で
す
。

平
成
24
年
の「
全
国
ご
当
地
う

ど
ん
サ
ミ
ッ
ト
」
で
全
国
の
ラ

イ
バ
ル
を
抑
え
、
グ
ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
し
、
翌
年
も
準
グ
ラ
ン

プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

　

そ
の
特
色
は
、
白
山
の
伏
流

水
で
仕
込
ん
だ
細
く
程
よ
い
コ

シ
の
あ
る
麺
と
、
透
明
感
の
あ

る
だ
し
。
ツ
ル
ツ
ル
し
こ
し
こ

の
食
感
と
の
ど
越
し
を
楽
し

み
、
口
中
に
は
優
し
い
だ
し
の

う
ま
味
が
広
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
歴
史
的
な
背
景
の

奥
深
さ
も
知
れ
ば
、
お
い
し
さ

は
よ
り
際
立
ち
ま
す
。
３
０
０

年
以
上
前
、
小
松
の
う
ど
ん
を

贈
ら
れ
た
松
尾
芭
蕉
が
称
賛
し

た
と
の
記
録
が
残
り
、
江
戸
時

代
に
は
、
金
沢
の
象ぞ
う
が
ん嵌
な
ど
と

と
も
に
、
加
賀
藩
の
名
物
に
数

え
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、

提
供
店
の
目
印
と
な
る
え
ん
じ

色
の
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
る
の
は

約
70
店
舗
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
や
味

付
け
は
各
店
で
異
な
る
の
で
、

食
べ
比
べ
し
て
み
る
の
も
お
す

す
め
で
す
。

小
松
う
ど
ん

KOMATSU-UDON

丸イモを使った磯辺揚げや天ぷら
が入ったものなど、具には地元の
幸がいろいろ。鍋焼きうどんや冷
やしうどんもあり、年間を通して楽
しめます

白山の絶景を楽しみながら、ゆったりと過ごせます

●問い合わせ （公財）木場潟公園協会　TEL0761（43）3106

※うどんを打つ際に加える塩水の重量の比率。例えば、
小麦粉1キロに対して、塩水500グラムを加えた際の加水
量は50％w.wになります。

小松うどんのおいしさを生み出す要素の一つが、白
山の伏流水です。食事の後はその恵みをもたらす霊
峰の絶景もお楽しみください。白山のおすすめ展望
スポットは、木場潟公園西園地（小松市今江町へ）
に4月に完成した展望休憩所。能登ヒバや南加賀産
のスギを使った木の温もりあふれる空間で、湖面越
しに雄大な白山のパノラマが見渡せます。

木場潟公園で霊峰白山の絶景を望む
セット

小松うどんアンテナショップ
小松うどん道場
「つるっと」店長

玉
た ま い

井 昌
まさかず

一 さん

昔ながらの
優しい味の小松うどんは、

何度食べても飽きず、ビジネス客
やお年寄りにリピーターが
たくさんいます。

小
松
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

カ
ブ
ッ
キ
ー

それぞれのお店の味を
ぜひ楽しんでみてね。

芭
蕉
称
賛
の
味
わ
い
を
現
代
に
！

www.komatsu-udon.com
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環境保護のため、大豆インクを使用しています。紙は資源です。リサイクルしましょう。
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県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL  076（225）1362　FAX  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
石川県県民交流課　TEL 076（225）1361

前略 石川県知事 ふるさと納税

問い合わせ  いしかわ子育て支援財団

http://www.i-oyacomi.net/zaidan/shiawasehakken2.html
salon@i-oyacomi.net

TEL.0 7 6（ 2
ふたりでGOGO

5 5）1
いいご縁でハッピー

5 0 8
またはTEL.076（255）1543

「縁結びist」がふさわしいお相手とのお見合
いまでお手伝いします。これまで成婚数約500
組の実績があります。ご希望の方はいしかわ
子育て支援財団に登録してください。相談・
登録は無料です。また、「縁結びist」として活
動していただける方も募集しています。

“縁
え ん む す び す と

結びist”がお手伝い
出会いの機会がないという方へ


